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表紙絵／近藤よしひろ
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●インターネットでもご覧いただけます

トップページ中央右の
「今月の中小企業静岡」をクリック！
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将
来
に
向
け
た
活
路
を
見
出
す
！

中
小
企
業
活
路
開
拓
事
業
︵
以
下
﹁
活
路
開
拓
事

業
﹂︶
は
、
中
小
企
業
組
合
、
一
般
社
団
法
人
、
共

同
出
資
組
織
、
任
意
グ
ル
ー
プ
な
ど
の
﹁
組
合
等
﹂

が
様
々
な
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
各
構
成
員
が
共

同
で
解
決
策
の
策
定
を
目
指
す
全
国
中
小
企
業
団
体

中
央
会
を
窓
口
と
し
た
国
の
事
業
で
あ
る
。

中
小
企
業
単
独
で
は
解
決
が
難
し
い
テ
ー
マ
、
例

え
ば
既
存
事
業
の
活
性
化
や
新
規
事
業
の
検
討
、
情

報
化
の
促
進
、
技
術
・
技
能
の
継
承
な
ど
、
組
合
や

中
小
企
業
が
将
来
に
向
け
て
活
路
を
見
出
す
た
め
に

行
う
調
査
や
研
究
費
用
な
ど
の
一
部
を
助
成
す
る
。

当
事
業
は
、
昭
和
五
三
年
か
ら
実
施
さ
れ
て
お
り
、

現
在
ま
で
五
八
〇
〇
を
超
え
る
中
小
企
業
組
合
等
が

活
用
し
て
い
る
。

■
支
援
メ
ニ
ュ
ー

Ⅰ
．
中
小
企
業
組
合
等
活
路
開
拓
事
業

組
合
等
が
、
自
ら
ま
た
は
メ
ン
バ
ー
の
新
た
な
活
路

を
見
出
す
た
め
の
様
々
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支
援
し
、

以
下
の
類
型
の
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

≪
調
査
研
究
型
≫

新
分
野
に
進
出
す
る
た
め
の
調
査
研
究
、
将
来
ビ

ジ
ョ
ン
の
策
定
な
ど
を
支
援
す
る
。

︵
テ
ー
マ
例
︶

・�

地
場
産
品
の
海
外
進
出
に
よ
る
販
路
開
拓
の
た

め
の
調
査
研
究

・�

業
界
が
魅
力
あ
る
産
業
へ
転
換
す
る
た
め
の
新

た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
創
造

≪
実
現
化
研
究
型
≫

構
想
や
ビ
ジ
ョ
ン
を
カ
タ
チ
に
す
る
た
め
、
試
作

品
の
開
発
や
実
証
実
験
を
通
じ
て
、
商
品
・
サ
ー
ビ

ス
の
実
用
化
・
具
現
化
を
支
援
す
る
。

︵
テ
ー
マ
例
︶

・�

伝
統
産
業
を
活
用
し
た
現
代
生
活
に
マ
ッ
チ
し

た
商
品
開
発

・�

業
界
の
新
規
格
に
適
応
し
た
試
作
品
の
開
発
と

性
能
試
験
・
分
析

≪
展
示
会
等
求
評
型
≫
（
展
示
会
等
出
展
事
業
）

試
作
品
や
新
製
品
を
国
内
や
海
外
の
展
示
会
な
ど

に
出
展
し
て
、販
路
開
拓
戦
略
の
構
築
を
支
援
す
る
。

た
だ
し
試
供
・
求
評
事
業
に
お
け
る
展
示
会
の
開

催
、
出
展
は
、
あ
く
ま
で
も
試
作
品
等
の
試
供
、
求

評
の
範
囲
に
限
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
類
型
を
組
み
合
わ
せ
て
実
施
す
る
こ
と

に
よ
り
、
さ
ら
に
効
果
的
な
も
の
と
す
る
こ
と
も
可

能
。
ま
た
、「
展
示
会
等
出
展
事
業
」
を
単
独
で
実

施
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

特集

制

度

の

概

要

全国中小企業団体中央会が窓口となっている「中小企業活路開拓調査・実現化事業」。組合や任意グループ
の抱える様々な課題に対する解決策を策定するための補助事業の一つで、長い歴史と多くの実績がある。専
門家を活用したビジョン策定の他、試作品の開発、情報ネットワークシステムの構築、展示会への出展など
幅広い事業に活用できる。
今回の特集では、この活路開拓事業の概要や活用事例、事業の進め方などを紹介する。

ご存知ですか？“活路開拓事業”
～ 上手に活用して組合の課題解決を！ ～

展
示
会
出
展
の
様
子

試作品開発 ビジョンの策定システム構築展示会出展
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■
活
路
開
拓
事
業
の
メ
リ
ッ
ト

組
合
員
の
意
識
改
革
・
企
業
間
連
携
の
促
進

全
国
中
央
会
の
調
査
に
よ
る
と
活
路
開
拓
事
業
に

お
い
て
は
、
調
査
研
究
、
試
作
・
改
造
、
実
験
・
実

用
化
試
験
、
ビ
ジ
ョ
ン
作
成
な
ど
の
本
来
の
事
業
成

果
の
ほ
か
に
、「
組
合
員
や
事
務
局
職
員
に
お
け
る

環
境
変
化
へ
の
認
識
が
深
ま
っ
た
」、「
協
力
し
て
課

題
を
克
服
し
よ
う
と
い
う
積
極
的
な
意
識
が
醸
成
さ

れ
た
」
な
ど
の
成
果
が
あ
げ
ら
れ
た
。
ま
た
、
組
合

員
間
に
お
け
る
競
争
か
ら
協
調
・
協
力
・
連
携
へ
の

意
識
転
換
が
促
進
さ
れ
、
組
合
の
重
要
な
意
義
の
ひ

と
つ
で
あ
る
企
業
間
連
携
へ
の
期
待
が
増
大
し
た
と

い
う
結
果
が
得
ら
れ
た
。

さ
ら
に
、
組
合
員
側
で
も
、
自
社
の
技
術
・
品
質

管
理
能
力
の
向
上
が
は
か
ら
れ
業
務
改
善
、
構
造
改

善
へ
の
刺
激
と
な
り
、「
自
社
の
経
営
力
強
化
に
役

立
っ
た
」、「
公
的
支
援
を
受
け
た
事
業
へ
の
参
加
で

信
用
力
が
向
上
し
た
」
な
ど
、
個
別
企
業
で
も
成
果

が
あ
っ
た
と
す
る
声
が
多
か
っ
た
。

〈
活
路
開
拓
事
業
に
お
け
る
留
意
点
〉

単
に
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
た
め
の
事
業
は
対
象

と
な
ら
な
い
の
で
内
容
の
精
査
が
求
め
ら
れ
る
。
単

独
の
「
展
示
会
等
出
展
事
業
」
で
は
「
応
募
時
点
ま

で
に
商
品
化
さ
れ
た
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
等
」
を
出
展

す
る
こ
と
に
よ
り
、
消
費
者
等
へ
の
求
評
活
動
を
行

う
こ
と
。
ま
た
、
組
合
の
強
み
の
分
析
な
ど
を
行
わ

ず
、
単
に
委
託
、
外
注
に
よ
る
ロ
ゴ
マ
ー
ク
、
パ
ッ

ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
の
販
売
促
進

活
動
の
ツ
ー
ル
製
作
を
主
た
る
目
的
と
し
て
い
る
事

業
は
対
象
と
な
ら
な
い
の
で
注
意
が
必
要
。

・
委
託
費
　
　
・
原
稿
料
　
・
試
作
費（
＊
①
）

・
機
械
装
置
等
購
入
費（
＊
②
）　
な
ど

＊
①
…
展
示
会
等
出
展
事
業
は
除
く

＊
②
…�

展
示
会
等
出
展
事
業
は
除
く
。
補
助
金
交

付
決
定
額
の
二
分
の
一
が
上
限
。
購
入
し

た
機
械
装
置
等
は
補
助
事
業
以
外
に
転
用

不
可
。
台
帳
を
設
け
て
管
理
し
、
処
分
時

は
全
国
中
央
会
の
承
認
を
得
る
こ
と
。

■
支
援
の
ポ
イ
ン
ト

①
組
合
、
連
携
グ
ル
ー
プ
を
支
援

支
援
対
象
は
、中
小
企
業
組
合
（
事
業
協
同
組
合
、

商
工
組
合
、
企
業
組
合
等
）
や
共
同
出
資
組
織
（
Ｌ

Ｌ
Ｃ
、
Ｌ
Ｌ
Ｐ
等
）、
任
意
グ
ル
ー
プ
な
ど
の
中
小

企
業
の
連
携
グ
ル
ー
プ
。

※�

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
公
益
社
団
法
人
、
一
般
・
公
益

財
団
法
人
、
三
名
以
上
の
中
小
企
業
者
が
共
同

出
資
し
て
い
な
い
会
社
組
織
（
株
式
会
社
等
）

は
支
援
の
対
象
外

②
専
門
家
の
活
用

活
路
開
拓
の
た
め
に
は
、
学
識
経
験
者
や
研
究
機

関
の
専
門
家
な
ど
か
ら
、
第
三
者
と
し
て
の
意
見
を

聞
き
、
様
々
な
ア
イ
デ
ア
や
情
報
を
得
る
こ
と
が
重

要
。
解
決
策
を
策
定
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
へ

の
専
門
家
の
参
画
に
よ
り
、
多
様
な
知
識
に
基
づ
く

助
言
が
得
ら
れ
、
自
分
達
だ
け
で
は
困
難
で
あ
っ
た

課
題
の
解
決
が
は
か
れ
る
。
活
路
開
拓
事
業
で
は
、

専
門
家
の
謝
金
や
旅
費
な
ど
が
補
助
対
象
と
な
る
。

③
中
央
会
が
サ
ポ
ー
ト

中
小
企
業
連
携
の
専
門
支
援
機
関
で
あ
る
中
小
企

業
団
体
中
央
会
が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
事
前
準
備
か

ら
実
施
段
階
、
実
施
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
や
継
続

活
動
ま
で
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

Ⅱ
．
組
合
等
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ
ス
テ
ム
等
開
発
事
業

組
合
等
が
課
題
解
決
の
た
め
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
シ
ス
テ
ム
開
発
な
ど
に
係
る
下
記
の
事
業
を
支
援

す
る
。

≪
基
本
計
画
策
定
事
業
≫

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
前
提

と
な
る
組
合
事
業
の
業
務
分
析
、
計
画
立
案
、
Ｒ
Ｆ

Ｐ
（
提
案
依
頼
書
）
策
定
な
ど
の
調
査
研
究
の
た
め

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支
援
す
る
。

≪
情
報
シ
ス
テ
ム
構
築
事
業
≫

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
業
務
用

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
の
開
発
、
普
及
の
た

め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支
援
す
る
。

■
補
助
金
額
等

※
変
更
の
場
合
あ
り

 

補
助
率 

補
助
対
象
経
費
総
額
の
一
〇
分
の
六
以
内

 

補
助
金
額 

・
中
小
企
業
組
合
等
活
路
開
拓
事
業

・
組
合
等
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
等

�

開
発
事
業

�

（
上
限
）一
一
，五
八
八
千
円

�

（
下
限
）
　一
，〇
〇
〇
千
円

　
　
　
　
　
　
※
展
示
会
等
出
展
事
業

�

（
上
限
）
　一
，二
〇
〇
千
円

 

主
な
対
象
経
費 

・
謝
金（
委
員
手
当
、専
門
家
謝
金
な
ど
）

・
旅
費（
委
員
旅
費
、専
門
家
旅
費
な
ど
）

・
会
場
借
料
　
・
資
料
費
　
・
印
刷
費
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事業の流れ
　～ 事業の効果的実践ステップ ～

計画立案
事前準備

・環境変化などを想定した今後の「ありたい姿」を踏まえ、現状の課題や目標
を設定し、成果の普及方法について組合内部で話し合う。
　　考えがまとまったら、まずは中央会に相談を！

応　　募
・活路開拓事業をいかに活用して「ありたい姿」を実現したいのか、取組内容
を「事業計画書」に記入し応募する。
　（例年、２月頃より順次受け付けスタート）

選　　考
・審査　→　選考委員会　→　採否決定・採択者向け説明会（5月頃）
★ただし活路開拓事業は、政府の予算決定が前提となる。

本 申 請 ・補助金交付申請書の提出（7月末日までに）　→　交付決定

事業実施

・委員会を設置、専門家の助言やメン
バーの意見を集約し事業を実施
・委託契約　・試作品開発　
・普及講習会の開催　など
・書類作成（遂行状況報告書、実績報
告書など）
・事業完了（2月15日）
・精算払請求（補助金額確定後）

成 果 の
実　　現

＜プロジェクト終了後＞
・策定したビジョンの実現に向け、継
続的に活路開拓に向けた事業を実施

成 果 の
検　　証

・成果を検証し、次のステップにつな
げる

▼専門家を交えた委員会

▲策定したビジョンを発表する成果報告会

平成28年度
（予定）

成功のカギは事前準備。課題・方向性などの共有が重要
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Ⅰ
．
中
小
企
業
組
合
等
活
路
開
拓
事
業

 
事
例
①

≪
調
査
研
究
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
≫

奈
良
県
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
成
型
協
同
組
合

「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
成
型
加
工
業
界
に
お
け
る

　
　
　﹃
事
業
承
継
﹄
の
た
め
の

�

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
構
築
と
活
用
」

事
業
承
継
の
手
法
を
確
立

組
合
員
の
存
続
を
支
援

○
事
業
の
概
要
・
成
果

後
継
者
不
在
に
よ
る
組
合
員
の
廃
業
や
地
場
産
業

の
衰
退
を
阻
止
す
る
た
め
、
円
滑
に
事
業
承
継
を
行

え
る
よ
う
業
界
に
マ
ッ
チ
し
た
事
業
承
継
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
構
築
に
取
り
組
ん
だ
。

事
業
承
継
に
必
要
な
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
に
対
応

す
る
た
め
技
術
系
有
識
者
、
金
融
機
関
、
中
小
企
業

診
断
士
等
の
専
門
家
が
委
員
と
し
て
参
画
。
事
業
承

継
に
係
る
問
題
点
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や

事
業
承
継
に
課
題
を
抱
え
る
組
合
員
に
対
す
る
ヒ
ア

リ
ン
グ
調
査
を
実
施
し
た
他
、
他
業
種
・
他
地
域
で

の
取
り
組
み
に
関
す
る
先
進
事
例
を
調
査
し
た
。

各
調
査
の
結
果
を
受
け
て
、
事
業
承
継
の
問
題
点

に
つ
い
て
要
因
分
析
を
行
っ
た
う
え
専
門
家
の
助
言

を
得
て
、
組
合
員
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
事
業
承
継
計
画

の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
整
備
し
た
。

当
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、
五
个
年
に
わ
た
る
具
体
的

な
計
画
づ
く
り
を
示
し
て
お
り
、
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
づ

く
り
、
組
織
体
制
づ
く
り
な
ど
事
業
承
継
に
必
要
な

項
目
を
四
半
期
ご
と
に
示
し
て
い
る
。

な
お
、
当
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
活
用
し
、
優
れ
た
技
術
と

取
引
先
を
有
し
て
い
る
が
後
継
者
不
在
に
よ
り
廃
業
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
組
合
員
の
事
業
承
継
に
成
功
し
た
。

ま
た
、
事
業
を
実
施
す
る
中
で
組
合
青
年
部
が
中

心
と
な
り
「
後
継
経
営
者
研
究
会
」
を
結
成
。
自
主

的
に
事
業
承
継
に
必
要
な
知
識
の
習
得
を
図
る
な
ど

組
合
事
業
全
体
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ
た
。

そ
の
他
の
事
業
テ
ー
マ
例

・�

家
具
団
地
に
お
け
る
共
同
事
業
の
再
構
築
と
将

来
ビ
ジ
ョ
ン
の
調
査
研
究
（
静
岡
家
具
工
業
団

地
（
協
））

・�

安
倍
川
に
お
け
る
新
た
な
砂
利
の
創
出
と
地
域

貢
献
（
安
倍
川
骨
材
事
業
（
協
））

・�

組
合
員
の
受
注
拡
大
に
向
け
た
仕
組
み
づ
く
り
に

関
す
る
調
査
・
研
究
～
「
老
朽
イ
ン
フ
ラ
鑑
定
団
」

構
想
の
策
定
～
（
静
岡
県
重
機
建
設
業
（
工
））な

ど

 

事
例
②

≪
実
現
化
研
究
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
≫

日
本
帆
布
製
品
販
売
協
同
組
合

「
消
石
灰
塗
布
帆
布
の
改
良
と
関
連
製
品
の
開
発

　
　
　
～
被
災
地
復
興
・
畜
産
／

�

農
業
支
援
の
た
め
に
～

消
石
灰
を
塗
布
し
た
抗
菌
シ
ー
ト
を
開
発

商
品
開
発
に
よ
り
新
市
場
を
開
拓

○
事
業
の
概
要
・
成
果

組
合
員
の
販
売
先
ユ
ー
ザ
ー
で
あ
る
畜
産
農
家
か

ら
の
強
い
要
望
に
よ
り
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど

の
家
畜
の
伝
染
病
の
侵
入
や
拡
散
を
防
禦
す
る
機
能

を
有
す
る
帆
布
（
シ
ー
ト
）
を
研
究
開
発
し
た
。

既
存
商
品
を
改
良
し
、強
力
な
抗
菌
効
果
を
有
し
、

消
石
灰
臭
を
大
幅
に
抑
制

し
た
新
製
品
を
開
発
。
開

発
後
も
各
地
の
牛
舎
、
豚

舎
、
畜
産
試
験
場
な
ど
に

お
い
て
実
証
試
験
を
行
う

な
ど
、
改
良
に
取
り
組
み

商
品
化
に
こ
ぎ
つ
け
た
。

そ
の
他
の
事
業
テ
ー
マ
例

・�

点
滴
チ
ェ
ッ
カ
ー
の
商
品
化
に
向
け
た
試
作
改

造
・
改
良
及
び
販
路
の
開
拓（（
企
）テ
ン
テ
ッ
ク
）

・�

地
産
地
消
レ
ト
ル
ト
の
新
ブ
ラ
ン
ド
「
グ
ル
メ

ヨ
ー
グ
ル
豚
」
の
開
発
な
ら
び
に
常
温
ギ
フ
ト

セ
ッ
ト
開
発
な
ら
び
に
販
路
開
拓
（
朝
霧
ヨ
ー

グ
ル
豚
販
売
（
協
））

・�

環
境
に
や
さ
し
い
災
害
対
応
公
共
木
製
ト
イ
レ

の
開
発
（
エ
コ
ウ
ッ
ド
景
観
（
協
））

な
ど

Ⅱ
．
組
合
等
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

 

シ
ス
テ
ム
等
開
発
事
業

 

事
例
③

≪
基
本
計
画
策
定
事
業
≫

日
本
自
動
車
整
備
商
工
組
合
連
合
会

「
整
商
連
共
同
購
買
受
発
注
シ
ス
テ
ム
の
開
発
」

シ
ス
テ
ム
構
築
を
見
据
え
た

十
分
な
事
前
検
討
が
奏
功

事

例

紹

介
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○
事
業
の
概
要
・
成
果

自
動
車
オ
イ
ル
な
ど
取
扱
商
品
の
共
同
購
買
受
発

注
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目
指
し
、
中
小
企
業
診
断
士

を
専
門
家
と
し
て
、
シ
ス
テ
ム
設
計
に
必
要
な
業
務

フ
ロ
ー
分
析
や
要
件
定
義
に
つ
い
て
関
係
者
と
協
議

を
重
ね
た
。
そ
の
結
果
を
も
と
に
、
翌
年
度
は
本
格

的
な
シ
ス
テ
ム
開
発
に
取
り
組
ん
だ
。

当
シ
ス
テ
ム
は
、
電
話
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
行
っ
て
い
た

受
発
注
業
務
を
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
て
行
え

る
シ
ス
テ
ム
で
、
利
用
組
合
員
が
商
品
を
発
注
す
る

と
発
注
先
に
受
注
し
た
旨
の
電
子
メ
ー
ル
が
発
信
さ

れ
、
シ
ス
テ
ム
上
で
注
文
を
確
認
し
、
納
期
等
を
入

力
す
る
一
方
、
発
注
先
の
出
荷
処
理
を
受
け
、
納
品

書
デ
ー
タ
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
発
行
す
る
仕
組
み
と

な
っ
て
い
る
。

組
合
員
の
利
用
率
は
一
〇
〇
％
で
、
業
務
の
効
率

化
を
実
現
し
て
い
る
。

 

事
例
④

≪
情
報
シ
ス
テ
ム
構
築
事
業
≫

静
岡
市
水
産
物
商
業
協
同
組
合

「
買
受
代
金
精
算
業
務
の
省
力
化
・

�

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
シ
ス
テ
ム
の
構
築
」

請
求
書
仕
分
作
業
の
大
幅
な
削
減

仕
入
先
と
の
協
力
体
制
の
強
化

○
事
業
の
概
要
・
成
果

水
産
物
の
小
売
加
工
を
行
う
組
合
員
が
、
仕
入
先

で
あ
る
卸
・
仲
卸
業
者
と
の
間
で
行
う
精
算
業
務
の

そ
の
他
の
事
業
テ
ー
マ
例

・�

顧
客
と
組
合
を
つ
な
ぐ
「
ペ
ッ
ト
の
お
く
り
び

と
（
ペ
ッ
ト
専
門
斎
場
）」
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
管

理
シ
ス
テ
ム
の
構
築
（（
企
）
動
物
の
森
）

・�

市
場
の
活
性
化
と
事
業
の
効
率
化
を
追
求
し
た「
一

体
型
」共
同
精
算
事
業
管
理
シ
ス
テ
ム
の
構
築（
静

岡
市
青
果
仲
卸
（
協
）・
静
岡
青
果
物
商
業
（
協
））

な
ど

省
力
化
を
目
指
し
シ
ス
テ
ム
開
発
を
行
っ
た
。

仕
入
先
ご
と
に
異
な
っ
て
い
た
請
求
書
の
書
式
を
統

一
し
、
そ
の
統
一
デ
ー
タ
を
電
子
メ
ー
ル
な
ど
で
受
け
取

り
、
希
望
す
る
組
合
員
に
は
そ
の
デ
ー
タ
と
請
求
書
の

Ｐ
Ｄ
Ｆ
を
電
子
メ
ー
ル
で
送
信
す
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築

し
た
。
そ
れ
ま
で
は
、
仕
入
先
が
印
刷
し
た
請
求
書
約

一
二
〇
〇
枚
／
日
の
仕
分
け
を
手
作
業
で
行
っ
て
い
た

が
、こ
の
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
大
幅
な
省
力
化
が
は
か
れ
た
。

ま
た
、
請
求
業
務
の
安
全
性
・
安
定
性
が
向
上
、

売
上
デ
ー
タ
の
活
用
に
よ
り
組
合
員
管
理
の
効
率
化

が
は
か
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
当
事
業
に
お
い
て
委
員

会
に
取
引
先
で
あ
る
卸
業
者
、
仲
卸
業
が
参
画
し
、

事
業
内
容
な
ど
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
た

こ
と
に
よ
り
、
相
互
理
解
が
深
ま
り
、
連
携
体
制
の

強
化
に
つ
な
が
っ
た
。

活
路
開
拓
事
業
を
上
手
に
活
用
し
て

組
合
の
活
性
化
、
情
報
化
を
促
進
し
よ
う
！

ま
ず
は
、
中
央
会
に
ご
相
談
を
！

　
全
国
中
央
会
　
振
興
部

�

電
話
：
〇
三‒

三
五
二
三‒

四
九
〇
五

　
静
岡
県
中
央
会

�

電
話
：
〇
五
四‒

二
五
四‒

一
五
一
一

改善前

改善後

「仕入先」卸（2社）・仲卸（14社）　会計システム7種類

静岡市水産物商業協同組合

組合員（280社）

納品書
　兼　請求書

請求データ（FD）

仕入先からの請求データを
組合員ごとに集計し、請求書を発行 手作業にて組合員ごとに振り分け

仕入先からの請求書と
水産商協からの請求書
を組合員ごとにまとめ
組合員ごとのポストに
投函

請求書明細データ
※請求明細データでのやりとりにすること
　により、各社独自の納品書（請求書）を削減

納品書
　兼　請求書

本日
　取引請求書

本日
　取引請求書

本日
　取引請求書

本日
　取引請求書

「仕入先」卸（2社）・仲卸（14社）

静岡市水産物商業協同組合

組合員（280社）

請求書様式の統一

※水産商協にて統一した請求書を発行する
　ことにより、仕入れ先からの請求書を
　振り分ける作業を削減

統一した請求書を発行

印刷orメール
（組合員の選択）

請求明細データ

請求書（PDF&請求明細データ）をメールにて送信
※データ送信により、組合側にて自社システムへ
の取引等加工が可能となる

（以下の内容は事業実施時点）
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袋
井
市
豊
沢
の
法
多
山
尊
永
寺
の
門

前
で
＂厄
除
け
だ
ん
ご
＂
を
製
造
販
売

す
る
法
多
山
名
物
だ
ん
ご
企
業
組
合（
井

谷
哲
朗
理
事
長
）
は
平
成
二
七
年
一
二

月
七
日
、
掛
川
市
の
ホ
テ
ル
で
創
立

五
〇
周
年
と
新
し
い
製
造
工
場
の
完
成

を
祝
う
記
念
祝
賀
会
を
開
催
し
た
。

建
設
業
者
や
中
央
会
な
ど
の
来
賓
と

組
合
員
ら
合
わ
せ
て
約
一
〇
〇
人
が
出

席
、
五
〇
年
の
歩
み
を
振
り
返
る
と
と

も
に
今
後
の
さ
ら
な
る
飛
躍
を
誓
っ
た
。

井
谷
理
事
長
は
、「
多
く
の
皆
さ
ん

の
ご
支
援
、
ご
協
力
に
よ
り
幾
多
の
試

練
を
乗
り
越
え
、
こ
こ
ま
で
発
展
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
五
〇
年
の
節
目
を

明
日
へ
の
飛
躍
の
第
一
歩
と
し
た
い
。

こ
れ
か
ら
も
組
合
員
が
一
致
団
結
し

て
、
伝
統
あ
る
＂厄
除
け
だ
ん
ご
＂
を

次
代
に
し
っ

か
り
と
引
き

継
い
で
い
き

た
い
」
と
力

強
く
挨
拶
し

た
。組

合
員
で

も
あ
る
法
多

山
尊
永
寺
の
大
谷
純
應
住
職
は
、「
約

一
六
〇
年
前
に
寺
侍
が
発
案
し
た
と
さ

れ
る
だ
ん
ご
が
こ
こ
ま
で
続
い
て
き
た

の
は
皆
さ
ん
の
努
力
の
賜
物
。
厄
除
け

だ
ん
ご
と
共
に
地
域
も
大
き
く
発
展
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
も
多
く
の
人

に
愛
さ
れ
る
商
品
作
り
を
続
け
て
い
こ

う
」
と
述
べ
た
。

来
賓
の
中
央
会
木
村
通
利
専
務
理
事

は
、「
当
組
合
は
企
業
組
合
の
先
駆
者

で
あ
り
、
現
在
で
も
全
国
有
数
の
事
業

実
績
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
他

の
組
合
の
模
範
で
あ
り
続
け
て
ほ
し

い
」
と
期
待
を
寄
せ
た
。

組
合
設
立
は
昭
和
四
一
年
。
現
在
組

合
員
一
四
人
、
従
業
員
三
五
人
で
運
営

さ
れ
て
い
る
。
昭
和
四
六
年
、
高
度
化

資
金
を
活
用
し
、
製
造
工
場
と
倉
庫
を

建
設
し
た
。
厄
除
け
だ
ん
ご
の
他
、
春

の
さ
く
ら
だ
ん
ご
や
縁
日
の
お
茶
だ
ん

ご
を
限
定
販
売
し
て
い
る
。

あ
さ
ぎ
り
フ
ー
ド
パ
ー
ク
協
同
組
合

（
望
月
光
雄
理
事
長
）
は
、
平
成
二
七

年
一
二
月
一
三
日
、
組
合
員
の
富
士
正

酒
造
合
資
会
社
と
有
限
会
社
か
く
た
に

二
社
が
連
携
し
て
「
新
酒
・
や
き
い
も

フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催
し
た
。

富
士
正
酒
造
で
は
、
伝
統
の
寒
造
り

の
最
盛
期
を
迎
え
、
華
や
か
な
新
酒
の

香
り
が
漂
う
中
、
し
ぼ
り
た
て
の
新
酒

や
甘
酒
が
ふ
る
ま
わ
れ
た
他
、
先
着

一
〇
〇
名
に
「
し
ぼ
り
た
て
生
酒
」
が

無
料
で
配
布
さ
れ
た
。
ま
た
、
地
元

で
収
穫
さ
れ
た
さ
つ
ま
い
も
に
こ
だ

わ
り
、
干
し
い
も
や
ス
イ
ー
ト
ポ
テ

ト
、
い
も
よ
う
か
ん
な
ど
を
製
造
販
売

す
る
、
か
く
た
に
で
は
、
店
舗
前
の
ス

ペ
ー
ス
で
焼
き
い
も
の
実
演
販
売
な
ど

を
行
い
、
地
元
食
材
の
品
質
の
高
さ
を

ア
ピ
ー
ル
し
た
。

そ
の
他
、

新
年
一
月

一
〇
日
に
は

フ
ー
ド
パ
ー

ク
内
の
特
設

会
場
に
お
い

て
「
フ
ー
ド

イ
ベ
ン
ト
・
ど
ん
ど
焼
き
」
を
開
催
。

各
組
合
員
が
ぜ
ん
ざ
い
や
磯
辺
焼
き
、

じ
ゃ
が
バ
タ
な
ど
を
販
売
し
た
ほ
か
、

参
加
者
の
無
病
息
災
を
願
い
「
ど
ん
ど

焼
き
」
を
行
っ
た
。

組
合
は
「
雄
大
な
富
士
山
を
望
む
景

観
を
い
か
し
、
こ
れ
か
ら
も
四
季
折
々

の
イ
ベ
ン
ト
を
来
場
者
に
楽
し
ん
で
い

た
だ
き
た
い
」
と
意
気
込
む
。

な
お
、
二
月
二
一
日
に
は
、「
富
士

山
の
日
」
記
念
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
投
げ

餅
二
〇
〇
〇
個
の
ふ
る
ま
い
が
行
わ
れ

る
。当

組
合
は
、
富
士
山
西
麓
、
標
高

九
〇
〇
ｍ
の
朝
霧
高
原
に
あ
る
ミ
ニ
工

業
団
地
。「
食
と
自
然
が
融
合
し
た
、

林
の
中
の
食
品
工
房
」
を
コ
ン
セ
プ
ト

に
、
飲
食
料
品
製
造
業
者
六
社
が
連

携
し
、
様
々
な
食
文
化
を
発
信
。
平
成

二
四
年
四
月
の
オ
ー
プ
ン
以
来
、
組
合

員
の
特
性
を

生
か
し
、
趣

向
を
凝
ら
し

た
各
種
イ
ベ

ン
ト
を
行
っ

て
い
る
。

法
多
山
名
物„
厄
除
け
だ
ん
ご＂

愛
さ
れ
続
け
て
五
〇
年 

記
念
祝
賀
会
を
開
催

法
多
山
名
物
だ
ん
ご
企
業
組
合

冬
季
イ
ベ
ン
ト
が
目
白
押
し
！

＂新
酒・や
き
い
も
フ
ェ
ス
タ＂
ほ
か
開
催

あ
さ
ぎ
り
フ
ー
ド
パ
ー
ク
協
同
組
合

▼盛大に行われた記念祝賀会

▲寒さを吹き飛ばす焼き芋の
　実演販売

▲名物の厄除けだんご

▶
井
谷
哲
朗
理
事
長

▼来場者に新酒がふるまわれた
　新酒・やきいもフェア
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り
取
ら
れ
、
強
度
も
あ
り
高
い
品
質
を

誇
る
。
生
産
量
は
全
国
一
で
シ
ェ
ア
は

九
割
を
超
え
て
お
り
、
静
岡
市
の
登
呂

遺
跡
の
他
、
合
掌
造
り
の
古
民
家
集
落

と
し
て
有
名
な
岐
阜
県
の
白
川
郷
で

も
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
の
屋
根
で
使
用
さ

れ
て
い
る
。

富
士
ガ
ヤ
の
採
取
場
所
は
、
自
衛
隊

東
富
士
演
習
場
内
に
あ
り
、
刈
り
取
り

作
業
は
一
二
月
か
ら
一
月
の
間
の
許
可

さ
れ
た
日
に
し
か
行
わ
れ
な
い
。ま
た
、

ス
ス
キ
の
生
育
が
天
候
に
大
き
く
左
右

さ
れ
る
た
め
、
近
年
で
は
温
暖
化
の
影

響
も
あ
っ
て
か
、
採
取
量
は
減
少
傾
向

に
あ
る
。

組
合
で
は
「
一
番
の
課
題
は
刈
り
取

り
を
行
う
人
材
の
確
保
と
育
成
。
日
本

の
伝
統
文
化
を
支
え
る
富
士
ガ
ヤ
を

も
っ
と
多

く
の
人
に

知
っ
て
も

ら
い
、
地

域
の
活
性

化
に
役
立

て
た
い
」

と
話
す
。

御
殿
場
市
な
ど
の
富
士
山
麓
に
広
が

る
原
野
は
、
古
く
か
ら
＂ス
ス
キ
＂
の

群
生
地
で
あ
り
、
こ
の
ス
ス
キ
を
用
い

た
屋
根
材
＂富
士
ガ
ヤ
＂
の
生
産
地
と

し
て
全
国
に
知
ら
れ
て
い
る
。

平
成
二
四
年
に
設
立
さ
れ
た
富
士
山

御
殿
場
か
や
の
里
企
業
組
合
（
長
田
勇

二
理
事
長
）
は
、
地
元
農
産
品
の
販
売

の
他
、
富
士
ガ
ヤ
の
販
売
を
主
に
行
っ

て
お
り
、
今
期
も
正
月
休
み
返
上
で
刈

り
取
り
作
業
に
追
わ
れ
た
。

萱
（
か
や
）
は
、
屋
根
を
葺
（
ふ
）

く
丈
の
高
い
草
の
総
称
で
あ
り
、
主
に

イ
ネ
科
植
物
の
ス
ス
キ
や
葦
（
ア
シ
）

の
こ
と
。
全
国
各
地
の
古
民
家
や
寺

院
、
文
化
施
設
な
ど
の
茅
葺
屋
根
に
使

用
さ
れ
、各
地
で
採
取
さ
れ
て
い
る
が
、

年
々
、
生
産
量
は
減
少
し
て
お
り
、
現

地
調
達
が
難
し
い
状
況
に
あ
る
。

富
士
ガ
ヤ

は
、
他
産
地
の

も
の
に
比
べ
長

尺
で
真
っ
直
ぐ

な
の
が
特
徴
。

一
本
ず
つ
手
作

業
で
丁
寧
に
刈

商
業
組
合
静
岡
県
タ
ク
シ
ー
協
会

（
三
澤
賢
治
理
事
長
）
は
、
一
月
七
日
、

静
岡
市
葵
区
の
ク
ー
ポ
ー
ル
会
館
で
経

営
者
研
修
会
を
開
催
し
た
。

当
日
は
、組
合
員
一
〇
〇
人
が
参
加
。

名
古
屋
大
学
大
学
院
環
境
学
研
究
科
准

教
授
の
加
藤
博
和
氏
を
講
師
に
招
き
、

「
タ
ク
シ
ー
は
地
域
公
共
交
通
と
し
て

ど
う
役
割
を
果
た
す
べ
き
か
」
を
テ
ー

マ
に
、
業
界
の
置
か
れ
て
い
る
現
状
や

今
後
の
と
る
べ
き
対
策
な
ど
に
つ
い
て

学
ん
だ
。

昨
年
一
〇
月
の
国
家
戦
略
特
区
諮
問

会
議
に
お
い
て
安
倍
首
相
が
「
観
光
客

の
交
通
手
段
と
し
て
自
家
用
車
の
活
用

を
拡
大
す
る
」
こ
と
に
つ
い
て
言
及
す

る
な
ど
、
一
般
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
有
償

で
旅
客
を
乗
せ
る
、
い
わ
ゆ
る
「
ラ
イ

ド
シ
ェ
ア
」
問
題
が
取
り
ざ
た
さ
れ
て

お
り
、
当
業
界
で
は
早
急
な
対
応
が
求

め
ら
れ
て
い

る
。加

藤
准
教

授
は
「
ラ
イ

ド
シ
ェ
ア
問

題
は
、
今
後

の
タ
ク
シ
ー
業
界
が
公
共
交
通
機
関
と

し
て
何
を
す
べ
き
か
考
え
る
良
い
機

会
。
二
四
時
間
対
応
や
玄
関
口
ま
で
の

送
迎
な
ど
、
き
め
細
や
か
な
サ
ー
ビ
ス

は
タ
ク
シ
ー
に
し
か
で
き
な
い
。
待
っ

て
い
て
も
お
客
様
は
つ
か
め
な
い
。
お

客
様
は
ど
こ
に
い
る
の
か
、
ど
う
す
れ

ば
タ
ク
シ
ー
に
乗
っ
て
も
ら
え
る
の
か

を
真
剣
に
考
え
、
社
会
の
役
に
立
つ
新

た
な
存
在
価
値
を
創
り
出
し
て
ほ
し

い
」
と
呼
び
か
け
た
。

三
澤
理
事
長
は
「
変
化
の
激
し
い
時

代
に
あ
っ
て
、
当
業
界
も
変
わ
る
べ
き

時
に
来
て
い
る
。
プ
ロ
で
な
け
れ
ば
で

き
な
い
こ
と
は
、
ま
だ
ま
だ
沢
山
あ
る

は
ず
。
市
場
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
つ
か

み
、
地
域
に
必
要
と
さ
れ
る
新
し
い

タ
ク
シ
ー

業
界
を
一

丸
と
な
っ

て
構
築
し

て
い
き
た

い
」
と
話

し
た
。

日
本
の
伝
統
文
化
を
支
え
る„
富
士
ガ
ヤ＂

刈
り
取
り
作
業
が
最
盛
期
を
迎
え
る

富
士
山
御
殿
場
か
や
の
里
企
業
組
合

経
営
者
研
修
会
を
開
催

タ
ク
シ
ー
業
界
の
果
た
す
べ
き
役
割
に
つ
い
て
考
え
る

商
業
組
合
静
岡
県
タ
ク
シ
ー
協
会

▼手作業で行うススキの刈り取り

▼三澤賢治理事長

▲一棟の屋根に約三千束用いられる

▲タクシー業界の今後のあり方について
　学んだ
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（平成27年12月の情報連絡員月次景況調査より）
静岡県中央会に設置されている情報連絡員〔協同組合等の役職員60名に委嘱〕による毎月の景況調査の概要です。

業界の声 対象17業種より抜粋

中小事業者の皆様へ

 公正な取引を実現するため私どもにご相談ください 
下請法や優越的地位の濫用等についての疑問や質問にお答えします！

■移動相談会
公正取引委員会は移動相談会を実施しています。取引先による支払遅延や返品などでお困りでしたら、公正
取引委員会にご相談ください。
※同じ悩みを持つ方々と３社以上でお申し込みください。（無料）

■相談窓口
電話での相談にも対応いたします。

～ 秘密は守らせていただきますので、安心してご相談ください。～
移動相談会のお申し込み、電話相談は下記までご連絡ください。
公正取引委員会　中部事務所　下請課
電　話：052-961-9424
ＦＡＸ：052-971-5003 http://www.jftc.go.jp/

■製造業
・  原油、ガスの値下げは良い傾向だが、世界を見ると不透明感

が強く、来年も苦戦の年になりそう。（水産食料品）
・  設備操業度は90％前後で推移。しかし、稼働できる設備の数

が少ないため生産数量が伸びない。（織物業）
・  業界全体で依然として厳しい状況。（宗教用具）
・  住宅着工は、引き続き前年同月比で増加。全体として持ち直

しの傾向が続いている。（木材・木製品）
・  再生紙の生産は、年末の繁忙期ということもあり増加となっ

た。（パルプ・紙・紙加工品）
・  東北の震災やオリンピック等の影響で資材と人件費が高騰

しており、予算が追いつかない。また、入札の不調が多く、計
画が遅れている。（セメント・同製品）

・  自動車業界における今後の景気の見通しは良くないように
感じる。（金属製品）

・  海外の賃金高騰により国内に目を向けるメーカーが出てき
たようである。（生産用機械器具）

・  海外の景気減速傾向から各社で設備計画の先送りが続く中、
設備投資旺盛な大手企業からの商談増加の動きがあり、春先
以降の景気好転が期待される。（生産用機械器具）

・  エアコン、白物家電の販売が順調に伸びてきた。今後好調が
持続されることを期待する。（電気機械器具）

・  自動車部品メーカーの生産は、量販車種のモデルチェンジ等
により全体として設備操業度が高くなっている。

 （輸送用機械器具）
・  軽四輪自動車の落ち込みが大きく、生産量の大幅減が続いて

いる。（輸送用機械器具）
・  受注量がなかなか安定せず、不安が募る。（輸送用機械器具）
・  原材料費の高騰により、生産コストが上がり苦慮している。
（漆器）

■非製造業
・  12月のセメント出荷は公共関連工事があった影響から前年

同月比で10.8％の増加となった。前年実績を上回るのは３ヶ
月連続である。（セメント卸売）

・  12月に食品関連及び靴関連の組合員から撤退の申し出が
あった。（各種商品卸売）

・  暖冬の影響もあってか顧客の動きがない。4Ｋテレビの拡販
に期待したがいまひとつである。（機械器具小売）

・  暖冬の影響から暖房機器の販売が伸び悩み、前年同月を下回
る残念な結果となった。（機械器具小売）

・  事業停止状態の組合員が出ている。（鮮魚小売）
・  クリスマスセールを実施したが、参加店舗の減少などもあり

昨年の８割程度の売上となった。（商店街）
・  12月中旬から下旬にかけては、近隣の百貨店と共同でクリス

マスフェアを開催。街中ではパレードなども実施し、賑わい
を見せた。（商店街）

・  暖冬によりアパレル関係は非常に厳しい。その他の店舗も客
入りのわりには消費に結びついていない。（商店街）

・  韮山反射炉の世界遺産登録効果で、前年同月よりは多少景況
感が良い。（宿泊業）

・  開発者の首都圏集中で、県内の人材不足が深刻化してきてい
る。（情報サービス）

・  客先の景気が好転せず、増税の影響もあり厳しい状況であ
る。（ビルメンテナンス）

・  繁忙期ということもあり、各事業所において受注が順調な様
子。（総合工事）

・  仕事量は確保できているが、請負金額が安いため利益が出て
いない状況。（総合工事）

・  軽油価格が値下がりした分、収益状況は改善している。例年
の同月と比べて荷動きも低調。（道路貨物運送）

・  年末だが荷動きは低迷気味であった。燃料価格は前月よりは
下がったが、原油価格と比べると高い。（道路貨物運送）

・  12月の飲料品の輸送量は、前年同月比で減少となった。一般
貨物は年末特需による物量の増加で売上高も増加となった
が、収益状況の好転までには至らなかった。（道路貨物運送）
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30.0 売上高
収益状況
業界の景況

H19.1.1 H20.1.1 H21.1.1 H22.1.1 H23.1.1 H24.1.1 H25.1.1 H26.1.1 H27.1.1

主要三指標DI値推移（過去10年間）

○平成27年12月のDI値を前月と比較すると、「収益状況」と「設備操業度」の項目で改善傾向となったが、「売上高」
「販売価格」「取引条件」「業界の景況」の項目で悪化となった。
○「製造業」では、「資金繰り」「設備操業度」の項目で改善傾向となった。自由回答では、窯業・土石製品におい
て資材及び人件費の高騰。鉄鋼・金属と輸送用機器からは、自動車業界の今後を不安視する報告が寄せられた。

○「非製造業」では、「販売価格」「収益状況」「雇用人員」の項目で改善傾向となった。自由回答では、建設業に
おいて安価な請負金額に苦慮している。運輸業からは、例年に比べ荷動きが低調との報告が寄せられた。

概　況

内閣府が１月12日に発表した12月の消費動向調査によると、消費者心理を示す消費者態度指数は前月比0.1ポイ
ント上昇し42.7となり、３ヶ月連続の上昇となった。消費者心理の基調判断については、前月に続き「持ち直しの動
きがみられる」としている。
連絡員からの12月期の動向をみると、前年同月との比較では、「在庫数量」を除く全ての項目でマイナスとなってい
る。なお、前月との比較では、「収益状況」と「設備操業度」の項目で改善傾向となる一方、「売上高」においては10ポ
イント以上のマイナスとなった。
各業種からの自由回答を見ると、建設業においては、仕事量を確保できているものの、請負金額が安価なため利益
が出ていない。鉄鋼・金属と輸送用機器からは、自動車業界の先行きを不安視する報告が寄せられるほか、小売業
では、暖冬の影響から顧客の動きがなく販売も伸び悩むなど、各業種における景況感は依然として低調である。

DI値の推移 ※DI値 ＝［（増加・好転組合数－減少・悪化組合数）／対象組合数］×100

売上高 在庫数量 販売価格 取引条件 収益状況 資金繰り 設備操業度 雇用人数 業界の景況

H27.12 －11.7 4.7 －8.3 －8.3 －26.7 －10.0 －3.4 －10.0 －21.7

DI値

H27.11 1.7 4.6 －6.6 －6.7 －28.3 －10.0 －3.5 －10.0 －20.0

H27.11→H27.12 －13.4↓ 0.1↑ －1.7↓ －1.6↓ 1.6↑ 0.0→ 0.1↑ 0.0→ －1.7↓

＋0.1以上･･･ 　± 0.0～－10.0･･･ 　－10.1～－20.0･･･ 　－20.1～･･･ 　なお、「在庫数量｣のみマイナス値が大きいほど好転を示している。
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静岡労働局からのお知らせ

大学・高校生の就職内定状況等について 職業安定課
℡054ｰ271-9958

2 行動計画の策定・届出
　１の結果を踏まえて、女性の活躍推進に向け、以下のことを行ってください。
①行動計画の策定
（計画には(a)計画期間 (b)数値目標 (c)取組内容 (d)取組の実施時期を盛り込んでください）
②都道府県労働局への届出
③労働者への周知
④外部への公表

3 情報公表
　優秀な人材の確保と企業の競争力向上につなげるため、自社の女性の活躍に関する情報を公表してくださ
い（女性の活躍に関する状況とは１に記載した①～④各項目の等の中から１つ以上の項目を選んで公表して
ください）。
★女性の活躍状況に関する情報を一元的に集約したデータベースについては、今年２月頃厚生労働省のホー
ムページにおいて公表予定ですので、情報公表先として、ぜひご活用ください！

「女性活躍推進法」が平成２８年４月１日から施行されます！
雇用均等室

℡054-252－5310

　女性が職業生活において、その希望に応じて十分に能力を発揮し、活躍できる環境を整備するため、「女性の職
業生活における活躍推進に関する法律（女性活躍推進法）」が昨年８月に成立しました。
　これにより、平成２８年４月１日から、労働者（※）３０１人以上の企業に女性の活躍推進に向けた行動計画の
策定などが新たに義務づけられることになります。
※「労働者」には、パートや契約社員であっても、１年以上継続して雇用されているなど、事実上期間の定めなく
雇用されている労働者も含まれます。また、３００人以下の事業主の皆様は努力義務となっています。

３０１人以上の労働者を雇用する事業主の皆様へ

1 自社の女性活用状況の把握・課題分析
　女性の活躍状況（①採用者に占める女性比率、②勤続年数の男女差、③労働時間の状況④管理職に占める
女性比率）については必ず把握し、課題分析を行ってください。
　また、活躍状況の把握や課題分析には、以下ホームページに「行動計画策定支援ツール」を公表しており
ますので、ご活用ください。
　　　　　女性活躍推進法特集ページ(厚生労働省HP)⇒事業主の皆様へのご案内
　　　　　http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000091025.html

 　大学・高校生の就職内定状況等について 職業安定課
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　静岡労働局が平成28年3月大学等
卒業予定者の就職内定状況を調査し
たところ、平成27年11月末現在の
県内の「大学」の就職内定率は前年
同期で1.7ポイント減の68.0％ （男
女別に見ると、男子は同2.7ポイン
ト減の61.8％、女子は同0.8ポイン
ト減の75.0％）でした。「短期大
学」の就職内定率は前年同期比を
0.3ポイント減の61.2％、「専修学
校（専門課程）」の就職内定率は同
6.9ポイント増の75.3％でした。

大学生の就職内定率は前年度より1.7ポイント減の68.0％（11月末現在）

高校生の就職内定率は前年比より0.7ポイント増の88.2％（11月末現在）

　静岡労働局が平成28年3月高等学校新規卒業予
定者の就職内定状況を調査したところ、平成27年
11月末現在の県内高校生の就職内定率は88.2％
で、前年同期を0.7ポイント上回りました。求人数
は11,251人で対前年同期比11.2.％増、求人倍率
は1.67倍で同0.16ポイント増となりました。今後
も、各ハローワークの学卒ジョブサポーターと各
高校との連携、情報提供、個人に合わせた就職支
援などを実施していきます。

静岡労働局からのお知らせ
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就職内定者セミナーのご案内

県では、高校生・大学生等の就職内定者の皆さん
を対象に、社会人として必要なマナーやものづくりの
基礎知識を学ぶ就職内定者セミナーを行います。
【沼津技術専門校】

講座名 定員 実施日 募集期間 受講料
新入社員意識
向上セミナー 20 3/14㈪ 2/29㈪まで 1,080円

機械図面の
読み方 8 3/17㈭ 2/29㈪まで 1.080円

製造基礎教育 12
  3/15㈫、
    16㈬ 2/29㈪まで 2,160円

機械保全・手
仕上げの基礎 10  3/18㈮ 2/29㈪まで 1,620円

【清水技術専門校】
講座名 定員 実施日 募集期間 受講料
ガス溶接＋
社会人マナー 8 3/14㈪～16㈬ 2/22㈪まで 2,160円

アーク溶接＋
社会人マナー 8 3/16㈬～18㈮ 2/22㈪まで 2,160円

建築系CAD＋
社会人マナー 8 3/  9㈬～11㈮ 2/22㈪まで 3,240円

図面の読み方と
精密測定の基礎
＋社会人マナー

8 3/  9㈬～11㈮ 2/22㈪まで 1,620円

【浜松技術専門校】
講座名 定員 実施日 募集期間 受講料

機械基礎講座＋
社会人マナー 10 3/14㈪～18㈮ 3/4㈮まで 5,400円

シーケンス
基礎講座＋
社会人マナー

10 3/14㈪～18㈮ 3/4㈮まで 5,400円

機械測定講座＋
社会人マナー 10 3/23㈬～25㈮ 3/11㈮まで 3,420円

危険予知訓練＋
社会人マナー 10 3/23㈬～25㈮ 3/11㈮まで 2,160円

jwCADの
使い方講座＋
社会人マナー

10 3/23㈬～25㈮ 3/11㈮まで 4,320円

申込・お問い合わせは各技術専門校まで

沼津技術専門校
TEL ：055-925-1071
FAX：055-925-1115

清水技術専門校
TEL ：054-345-3098
FAX：054-345-2921

浜松技術専門校
TEL ：053-462-5602
FAX：053-462-5604

ワーク・ライフ・バランスの
ホームページをご活用ください

県ではワーク・ライフ・バランスに関するホームペー
ジ「静岡県わくわく働楽（はたらく）ナビ！～いきい
き職場づくりでワーク・ライフ・バランス実現！～」
を公開しています。
ワーク・ライフ・バランスを実現するひけつを楽し

く学び、労働政策課の最新情報を知ることができるサ
イトです。ぜひご活用ください。

コンテンツのご紹介
・「いきいき職場づくり先進企業視察研修」
　レポート公開中
　県では、いきいきとした職場づくりにより、ワー
ク・ライフ・バランスを実践されている企業を視察
訪問し、企業の取組や制度について学ぶ研修会を
開催しました。研修の様子や講演内容をまとめたレ
ポートを読むことができます。
・動画でワーク・ライフ・バランス
　専門家が、動画でワーク・ライフ・バランスを分
かりやすく説明する「ｅ-ラーニング」を公開して
います。自宅で気軽にワーク・ライフ・バランスに
ついて学ぶことができます。
・仕事や家庭で使えるメモをダウンロード
　電話伝言メモなど日ごろ職場や家庭で使うメモ
の様式に「ありがとう」のメッセージを添えました。
無料でダウンロードできます。
・facebookで最新情報をチェック
　県労働政策課からの情報をマスコットキャラク
ターが親しみやすくお届けしています。最新のイベ
ント情報も知ることができます。

☆アクセスはこちらから
http://www.hataraku.pref.shizuoka.jp/

スマートフォンからもご覧になれます。

【お問い合わせ】
静岡県経済産業部労働政策課（担当：櫻井）
TEL：054-221-2817　FAX：054-271-1979
e-mail：roufuku@pref.shizuoka.lg.jp

わくわく働楽ナビ 検 索

静岡県
ワーク・ライフ・バランス
応援キャラクター

「はた・らくだ」と
「おむすびせんせい」
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Topics

組
合
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

「
よ
り
良
い
品
を
、よ
り
高
く
売
る
」

今
か
ら
発
想
の
転
換
を
！

挨
拶
に
立
っ
た
諏
訪
部
敏
之
会
長
は
、「
昨
年

は
、
緩
や
か
な
景
気
回
復
に
よ
り
大
企
業
は
改

善
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
中
小
企
業
に
と
っ
て
は
そ

の
実
感
が
乏
し
い
一
年
だ
っ
た
。
自
助
努
力
で
活

路
を
拓
か
ね
ば
な
ら
な
い
時
代
の
到
来
を
痛
感
し

た
」
と
昨
年
を
振
り
返
っ
た
。
そ
の
上
で
「
中
小

企
業
は
持
ち
前
の
機
動
力
や
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を

発
揮
し
、
こ
れ
ま
で
の
手
法
に
捉
わ
れ
る
こ
と
な

く
時
代
を
先
取
し
た
組
織
づ
く
り
を
目
指
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
昨
年
六
〇
周
年
を
迎
え
た
中

央
会
も
、
中
小
企
業
の
明
る
い
未
来
の
実
現
に
向

け
、新
た
な
気
持
ち
で
支
援
業
務
に
邁
進
し
た
い
」

と
述
べ
た
。

来
賓
の
渡
辺
豊
関
東
経
済
産
業
局
産
業
部
長

は
、「
日
本
経
済
を
良
く
し
て
い
く
た
め
に
は
、
地

方
の
中
小
企
業
が
元
気
に
な
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
尽
き
る
。
そ
の
た
め
に
、
国
と
し
て
は
三
兆
円

超
の
補
正
予
算
を
組
み
、
も
の
づ
く
り
補
助
金
や

省
エ
ネ
設
備
導
入
補
助
金
な
ど
を
準
備
し
て
い
る
。

設
備
や
人
材
投
資
に
活
用
し
、
給
与
上
昇
に
つ
な

げ
て
ほ
し
い
。
今
年
は
世
界
的
に
日
本
が
さ
ら
に

注
目
さ
れ
る
。
是
非
、
中
小
企
業
の
素
晴
ら
し
さ

を
世
界
に
発
信
し
て
ほ
し
い
」
と
呼
び
か
け
た
。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
中
小
企
業
応
援
団
と
し
て
独

自
の
地
域
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
提
言
し
て
い

る
神
戸
国
際
大
学
経
済
学
部
の
中
村
智
彦
教
授

が
、「
地
方
創
生
の
時
代
」
に
経
営
者
が
な
す
べ

き
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
話
し
た
。

中
村
氏
は
、「
人
口
減
少
や
高
齢
化
率
の
上
昇

が
顕
著
と
な
る
二
〇
二
〇
年
問
題
は
日
本
経
済
に

深
刻
な
影
響
を
与
え
る
。『
よ
り
良
い
品
を
、
よ

り
安
く
売
る
』時
代
は
終
わ
っ
た
。
こ
れ
か
ら
は
、

２
０
１
６
年
組
合
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
・
新
春
賀
詞
交
歓
会

「
地
域
経
済
の
活
気
あ
る
明
る
い
未
来
の
実
現
」

神
戸
国
際
大
学
　
経
済
学
部
　
教
授
　
中
村
智
彦
氏
が
講
演

中
央
会
主
催
に
よ
る
２
０
１
６
年
組
合
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
・
新
春
賀
詞
交
歓
会
が一
月
一三
日
、
静
岡
市

駿
河
区
の
ホ
テ
ル
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
静
岡
で
開
催
さ
れ
た
。
会
員
組
合
や
行
政
、
関
係
機
関
な
ど
、
お
よ
そ

三
二
〇
人
が
出
席
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
中
小
企
業
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
や
地
域
経
済
振
興
の
専
門
家
で
あ
る
神
戸
国
際
大
学

経
済
学
部
の
中
村
智
彦
教
授
が
、「
地
方
創
生
の
時
代
」
に
経
営
者
が
な
す
べ
き
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
語
っ
た
。

続
い
て
行
わ
れ
た
新
春
賀
詞
交
歓
会
で
は
、
大
須
賀
淑
郎
県
副
知
事
を
は
じ
め
と
し
た
来
賓
や
組
合
代

表
者
ら
が一
堂
に
会
し
、
新
た
な
飛
躍
を
誓
い
合
う
と
と
も
に
、
昨
年
九
月
に
緊
急
時
の
相
互
応
援
協
定

を
結
ん
だ
山
梨
県
中
央
会
の
松
葉
惇
会
長
が
出
席
、
さ
ら
な
る
連
携
の
強
化
を
約
束
し
た
。
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『
よ
り
良
い
品
を
、よ
り
高
く
売
る
』経
営
が
必
要
。

良
い
も
の
を
誰
に
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
高
く
売

る
か
を
考
え
る
こ
と
。
発
想
を
今
か
ら
転
換
し
な

い
と
生
き
残
れ
な
い
。
日
本
の
製
品
、技
術
、サ
ー

ビ
ス
は
世
界
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
。
自
信
を
持
っ
て

世
界
の
市
場
を
相
手
に
す
べ
き
だ
」
と
語
っ
た
。

新
春
賀
詞
交
歓
会

山
梨
の
ワ
イ
ン
や
静
岡
の
地
酒
で

来
場
者
を
も
て
な
す

三
二
〇
人
を
超
す
参
加
者
を
前
に
諏
訪
部
会

長
は
、「
今
年
の
干
支
は
サ
ル
。
見
ざ
る
、
言
わ

ざ
る
、
聞
か
ざ
る
で
は
な
く
、
大
き
く
目
を
見

開
き
、
大
い
に
情
報
を
発
信
し
、
多
く
の
方
の

意
見
を
聞
い
て
企
業
、
組
合
の
経
営
に
活
か
し

て
ほ
し
い
。
中
央
会
も
有
益
な
情
報
を
ど
ん
ど

ん
発
信
し
て
い
く
」
と
挨
拶
し
た
。

来
賓
の
大
須
賀
淑
郎
県
副
知
事
は
、「
今
年
の

課
題
は
産
業
の
再
生
。
中
小
企
業
の
奮
起
な
く

し
て
経
済
の
活
性
化
は
な
い
。
人
口
減
少
に
立

ち
向
か
い
、
産
業
成
長
戦
略
を
具
体
化
し
て
い

く
。
是
非
、
二
人
三
脚
で
発
展
し
て
い
こ
う
」

と
述
べ
た
。
吉
川
雄
二
県
議
会
議
長
は
、「
常
識

を
疑
う
こ
と
で
、
企
業
の
活
路
を
見
出
す
こ
と

も
あ
る
。
前
例
に
捉
わ
れ
な
い
企
業
経
営
者
の

上
昇
志
向
が
、
我
が
国
経
済
の
繁
栄
の
基
礎
。

大
い
に
欲
を
か
い
て
、
地
域
経
済
を
盛
り
上
げ

て
ほ
し
い
」
と
期
待
し
た
。

続
い
て
、
酒
樽
の
鏡
開
き
と
山
内
致
雄
中
央

会
副
会
長
の
音
頭
に
よ
る
乾
杯
が
行
わ
れ
、
出

席
者
は
新
た
な
年
の
飛
躍
を
誓
い
合
っ
た
。

交
歓
会
に
は
、
昨
年
九
月
、
緊
急
時
の
相
互
応

援
協
定
を
結
ん
だ
山
梨
県
中
央
会
の
松
葉
惇
会

長
ら
が
出
席
。
両
県
の
事
業
連
携
を
推
進
す
る

た
め
、
そ
の
取
り
組
み
を
ス
ラ
イ
ド
で
紹
介
し
た

他
、
山
梨
県
絹
人
繊
織
物
工
業
組
合
に
よ
る
ネ
ク

タ
イ
の
展
示
販
売
会
や
伝
統
芸
能
で
あ
る
指
定

無
形
文
化
財
「
甲
府
囃
子
」
が
披
露
さ
れ
た
。

松
葉
会
長
は
「
念
願
で
あ
っ
た
中
部
横
断
自

動
車
道
の
開
通
も
間
も
な
く
実
現
す
る
。
両
県

の
経
済
交
流
を
活
発
化
し
、
お
互
い
に
切
磋
琢

磨
し
て
躍
進
し
て
い
こ
う
」
と
呼
び
か
け
た
。

当
日
は
、
両
県
交
流
の
特
別
企
画
と
し
て
、

ワ
イ
ン
王
国
で
あ
る
山
梨
県
よ
り
第
九
回
ワ
イ

ン
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
全
国
選
手
権
大
会
の
優
勝
者

で
あ
る
長
谷
部
賢
氏
を
招
き
、
長
谷
部
氏
が
厳

選
し
た
ワ
イ
ン
の
試
飲
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
た
。

静
岡
県
側
は
県
農
林
技
術
研
究
所
に
お
い
て「
山

田
錦
」
の
品
種
改
良
に
よ
り
開
発
さ
れ
た
静
岡

県
オ
リ
ジ
ナ
ル
酒
造
好
適
米
「
誉
富
士
」
を
原

料
と
し
た
日
本
酒
二
五
銘
柄
を
紹
介
。ま
た
、「
葵

ビ
ー
ル
」
を
は
じ
め
と
し
た
静
岡
県
の
地
ビ
ー

ル
や
静
岡
県
茶
業
農
産
課
提
供
に
よ
る
水
出
し

煎
茶
を
来
場
者
に
ふ
る
ま
っ
た
。

▼大須賀淑郎 副知事 ▼諏訪部敏之 静岡県中央会会長▼松葉惇 山梨県中央会会長

▼吉川雄二 県議会議長 ▼渡辺豊 関経産業部長▼講師の中村智彦教授

▲会場を盛り上げた「甲府囃子」

▲乾杯の音頭をとる山内致雄中央会副会長（中央）

▲盛会裏に行われた賀詞交歓会
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今年も袋井市の法多山尊永寺に初詣に行った。
物心ついた頃から、我が家の初詣と言えば法

多山である。長くて急な石段、にらみをきかす仁
王像。そのつらさや怖さも、だんごやおもちゃを
買ってもらうとすっ飛んでしまったことを懐かしく
思い出す。

門前で厄除けだんごを販売する法多山名物だ
んご企業組合が昨年、創立５０周年を迎えた。企
業組合の “先駆者” であり、いまだに全国でも

有数の事業実績をあげている。最近では、季節
限定のだんごの販売や若者を中心としたイベント
を活発に展開している。長く人気を保つ秘訣はこ
うした新たなチャレンジの積み重ねにあるのだろ
う。

今年のおみくじは“吉”。法多山のおみくじには、
大吉が少ないと感じているのは私だけだろうか。
精進を続けろという戒めにして、まずは尊永寺で
写経に挑戦してみようか… （押尾）
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「
人
情
と
自
然
が
た
っ
ぷ
り
水
見
色
」

静
岡
市
街
地
か
ら
約
一
七
キ
ロ
の
水
見
色
地
区
。
お
寺
一
つ
、
神

社
一
つ
、
小
学
校
一
つ
、
老
人
ホ
ー
ム
一
つ
。
春
に
は
水
芭
蕉
、
初

夏
に
は
源
氏
ホ
タ
ル
、
秋
に
は
紅
葉
、
冬
に
は
小
学
校
の
天
然
ス

ケ
ー
ト
リ
ン
ク
と
自
然
が
い
っ
ぱ
い
。
ま
た
、
高
山
市
民
の
森
に

行
き
、
天
気
が
良
け
れ
ば
伊
豆
半
島
か
ら
富
士
山
、
御
前
崎
ま
で

一
望
で
き
ま
す
。

約
一
一
〇
戸
の
人
情
味
あ
ふ
れ
る
水
見
色
に
農
産
物
加
工
販
売

所
「
水
見
色
き
ら
く
市
」
が
あ
り
ま
す
。

気
楽
に
来
て
も
ら
い
実
家
に
帰
っ
た
よ
う
に
ほ
っ
と
し
て
も
ら

い
た
い
と
思
い
、
名
付
け
ま
し
た
。

水
見
色
に
伝
わ
る
農
林
業
や
暮
ら
し
方
を
見
つ
め
直
し
、
そ
の

尊
い
価
値
を
大
切
に
守
り
伝
え
ま
す
。
訪
れ
る
方
々
と
の
ふ
れ
あ

い
を
通
じ
、
役
立
ち
や
喜
び
を
生
み
出
し
、
心
豊
か
な
山
里
の
暮

ら
し
が
い
つ
ま
で
も
続
け
て
い
け
る
よ
う
、
そ
の
礎
を
築
い
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

水
見
色
小
学
校
と
の
コ
ラ
ボ
で
出
来
上
が
っ
た
新
商
品
「
家
康

の
盗
っ
人
へ
そ
も
ち
」
は
子
ど
も
達
の
柔
ら
か
な
ア
イ
デ
ア
で
生

ま
れ
ま
し
た
。
ジ
ャ
ム
味（
季
節
の
ジ
ャ
ム
）、み
そ
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
味
、

あ
ん
こ
で
味
わ
え
ま
す
。

皆
さ
ん
と
の
縁
を
大
切
に
、
こ
れ
か
ら
も
勉
強
さ
せ
て
下
さ
い
。

是
非
一
度
、
笑
顔
で
元
気
な
お
ば
ち
ゃ
ん
達
に
会
い
に
来
て
く
だ

さ
い
。
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TEL 053-458-3621　FAX 053-458-3622
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■ 特　集
ご存知ですか？“活路開拓事業”
～上手に活用して組合の課題解決を！～

■ Business Report
法多山名物“厄除けだんご”
愛され続けて50年 記念祝賀会を開催 ほか

■ Topics
2016年組合トップセミナー・
新春賀詞交歓会

「地域経済の活気ある明るい未来の実現」
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